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生活基本分野の支援を中心に実施する
ことにより、ギニアビサウ国民の生活
状況を改善する。

貧困削減プログラ
ム

開発課題１－１
（小目標）

貧困削減

16平和維持のための強靱な制度構築計画（UNDP連携） 無償 2.59

保健分野の草の根・人間の安全保障無償 草の根無償
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2022
年度

支援額

（億円）

教育・保健・農業分野等の課題別研修 課題別研修他

長期研修

第三国研修

仏語圏アフリカ医療機材管理技術者能力強化（フェーズ３）（セネガル）

長期研修

広域水産資源共同管理能力強化プロジェクト（セネガル） 技プロ

SDGsグローバルリーダー

20212020 2023

重点分野１
（中目標）

【現状と課題】
ギニアビサウは不安定な内政が更なる貧困を招いており、人間開発指数は189か国中178位（国連開発計画、2019
年）で、人口の約7割が1日1US$以下で暮らす世界最貧国の一つである。農林漁業はGDPの50%を占めており、主な輸
出品目はカシューナッツと海産物のみであり、第一次産業が同国の経済を支えている。
また、その政治的・治安的不安定性から、日本を含む国際社会からの支援が届きにくかったが、2015年3月にドナー
円卓会合がブリュッセルで行われた。これを契機に、徐々に支援が開始されているものの、周辺国と比べても、あ
らゆる分野における大きな開発ニーズを抱えている。

対ギニアビサウ共和国　事業展開計画

【開発課題への対応方針】
ギニアビサウ政府の優先課題を踏まえつつ、人材育成に資する協力を行っていく。その際、同国の政
治・治安状況に留意しながら、幅広い分野のニーズを調査しつつ、効率的かつ効果的に案件を実施でき
るよう留意する。
また、我が国はTICAD7において「強靱かつ持続可能な社会の構築への貢献」を表明しており、また、
「アフリカの平和と安定に向けたアプローチ（NAPSA）」の下、問題の根源にアプローチした「貧困削
減」と「平和と安定」を目指している。こうした方針も踏まえつつ、コロナ禍の不安定な情勢の下、国
民に寄り添った食糧援助を初めとする支援を行っていく。
なお、国連の平和構築委員会（PBC）の対象国であることをふまえ、想定される平和構築基金の拠出と
国際機関経由のマルチ支援が二国間の支援を補完し、かつ相乗効果を発揮するようなマルチ・バイの連
携を図っていく。

－

2024協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム

年度
以前

年度 年度 年度 年度

SDGs

国連世界食糧計画（WFP）を通じた食糧援助 無償

アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABEイニシアティブ）
「修士課程およびインターンシップ」プログラム

備考

実施期間

2025

第三国研修

ポルトガル語アフリカ諸国の職業訓練能力強化（ブラジル）


